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この機関紙は、赤い羽根共同募金助成金により発行しています。
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～明るい笑顔の応援団！～～明るい笑顔の応援団！～

この機関紙は 赤い羽根共同募金助成金により発行しています

蔵の街高校生ボランティアスクールールクィアスクンテ蔵の街高校生ボラン蔵の街高校生ボラン蔵の街高校生ボランティアスクール蔵の街高校生ボランティアスクール in ２０１４２０１４
街づくりワークショップのようす（詳細は５ページをごらんください）街づくりワークショップのようす（詳細は５ページをごらんください）
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　新連載の「未来に笑顔」コーナー、記念すべき第１回目は栃木市藤岡町でボランティア活動に取り

組まれている木村洋子さんをご紹介します。

　木村さんは、若い頃から藤岡地域で福祉の仕事に従事され、その後、地元の民生委員、給食ボランティ

ア、手づくりの会（手芸）などのボランティア活動で活躍されていましたが、平成１９年１２月にボ

ランティア活動の最中に６０代の若さで脳出血で倒れられ右半身マヒとなられました。その後、２年

後にはリハビリ中に転倒され右手足を骨折。以来、車イス生活となり、さらに追い打ちをかけるように、

口内に腫瘍が出来て手術をされるなど苦難の時代が続きました。

　当時は、かなり精神的に落ち込んでいたそうですが、ご主人さんや家族に支えられ、このままでは

いけないと思い「何か」をみつけて頑張りたいと思い始めた矢先、リハビリ中に知り合った紙屋さん

のおばあちゃんに折り紙を勧められました。心ない人からは「片手では折り紙は無理」と言われたこ

ともあったが、逆にこれが悔しくて練習に練習を重ね、利き手ではない慣れない左手で難しい折り紙

を折れるまでに上達。（折り紙を中心とした素晴らしい作品の数々は掲載写真のとおり）

　折り紙は、手先を使い、頭を使い、人とも交流できるからリハビリには最適であるとの持論をもとに、

一昨年からボランティア活動を再開。

　現在では、地域の折り紙講習会で講師を務めたり、自宅でも月１回・第２木曜日に折り紙教室を開

催中。また、週３回リハビリで通われているデイサービスでも、他の利用者さんに折り紙を教えるな

ど積極的に交流を図っています。この頑張りには、本当に頭の下がる思いがします。

　「みんなに支えられながら、ここまで来ることができました。」と感謝の気持ちを忘れない木村さん。

これからもボランティア活動を頑張っていきたいと熱く語ってくれました。

「きっとうまくなると信じて」「きっとうまくなると信じて」「きっとうまくなると信じて」「きっとうまくなると信じて」

第１回

左手作家　木村洋子さん

未来に笑顔
スマイル
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ご利用ください！
ご利用ください！

〇ふれあい在宅福祉サービスとは・・・

〇利用会員は（サービスを利用する方）
蘆市内在住で、おおむね65歳以上の高齢の方、または障がいのある方で支援が必要な方。
蘆年会費を1,000円お支払いただきます。（4月1日～翌年3月31日）
蘆利用料金は、１時間あたり500円です。（チケット制）

〇協力会員は（お手伝いする方）・・・
蘆市内在住で、本事業を理解しご協力いただける方。

〇サービス利用（活動）時間は・・・
蘆本会が利用会員の希望時間と協力会員の活動可能
　時間を調整し、臨機応変に対応します。

〇どんなサービスが受けられるの・・・
 蘆食事の準備 蘆掃除や洗濯
 蘆外出の付添い 蘆買い物 など

協力会員を募集しています。
（特別な資格は必要ありません。）

協力会員を募集しています。
（特別な資格は必要ありません。）

本　　所 ☎２２－４４５７ 大平支所 ☎４３－０２９４
藤岡支所 ☎６２－５８６１ 都賀支所 ☎２８－０２５４
西方支所 ☎９２－８０８０ 岩舟支所 ☎５５－２４３８

登録
利用会員

（サービスを利用する方）

登録
協力会員

（お手伝いする方）

社会福祉協議会

【住民相互のたすけあい】

～お申込・お問合せ先～

平成２５年度決算報告（自 平成２５年４月１日   至 平成２６年３月３１日）

資金収支計算書（一般会計） （単位：円） （単位：円）

（単位：円）

資金収支計算書（特別会計）
勘　　定　　科　　目 決　　算　　額 勘　　定　　科　　目 決　　算　　額

収　
　

入　
　

の　
　

部

会費収入 23,927,571
収
入
の
部

就労支援事業収入 1,138,531
寄附金収入 2,009,938 自立支援費等収入 15,272,951経常経費補助金収入 145,246,000

事業収入 265,000助成金収入 2,500,000
受取利息配当金収入 3,450受託金収入 203,611,074
収　　入　　合　　計 16,679,932事業収入 14,351,625

支
出
の
部

就労支援事業支出 1,138,531貸付事業等収入 8,343,997

人件費支出 11,172,713共同募金配分金収入 15,768,773

事務費支出 80,327
負担金収入 1,513,540

事業費支出 1,862,684
介護保険収入 485,429,477

積立預金積立支出 15
自立支援費等収入 53,019,678

その他の支出 485,160
雑収入 618,991

支　　出　　合　　計 14,739,430

受取利息配当金収入 3,664,533

当 期 資 金 収 支 差 額 1,940,502

経理区分間繰入金収入 17,933,123

前 期 末 支 払 資 金 残 高 17,617,670

施設整備等寄付金収入 450,000

当 期 末 支 払 資 金 残 高 19,558,172

固定資産売却収入 220,000
積立預金取崩収入 56,855,040

資金収支計算書（公益事業会計）

その他の収入 8,243,100

勘　　定　　科　　目 決　　算　　額

収　　入　　合　　計 1,043,706,460

収
入
の
部

受託金収入 9,547,000
支　
　

出　
　

の　
　

部

人件費支出 650,993,408

事業収入 283,527

事務費支出 18,858,095

受取利息配当金収入 999

事業費支出 131,652,349

収　　入　　合　　計 9,831,526

貸付事業等支出 9,922,000

支
出
の
部

人件費支出 252,000

共同募金配分金事業費 13,265,182

事業費支出 10,534,541

分担金支出 1,445,999

負担金支出 6,000

助成金支出 15,973,958

支　　出　　合　　計 10,792,541

負担金支出 1,098,107

当 期 資 金 収 支 差 額 △　961,015

経理区分間繰入金支出 17,933,123

前 期 末 支 払 資 金 残 高 2,799,021

固定資産取得支出及び繰入支出 17,436,355

当 期 末 支 払 資 金 残 高 1,838,006

積立預金積立支出 58,797,143
その他の支出 21,826,800
支　　出　　合　　計 959,202,519
当 期 資 金 収 支 差 額 84,503,941
前 期 末 支 払 資 金 残 高 723,215,407
当 期 末 支 払 資 金 残 高 807,719,348

「ふれあい在宅福祉サービス」「ふれあい在宅福祉サービス」「ふれあい在宅福祉サービス」
本会が窓口となり、登録制の住民相互のたすけあい活動により
在宅福祉の充実を図ることを目的としています。

栃木市社会福祉協議会
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10
月
1
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、

（
栃
木
地
域

　

大
平
地
域

　

藤
岡
地
域

　

都
賀
地
域

　

西
方
地
域

　

岩
舟
地
域

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
栃
木
県
２
２
１
，7
5
7
，

0
0
0
円
、
栃
木
市
で
１
７
，１
６
４
，

０
０
０
円
の
目
標
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
福
祉

施
設
の
新
築
、
増
改
築
、
備
品
整

備
費
、
児
童
養
護
施
設
等
就
労
支

援
事
業
、
災
害
見
舞
金
等
配
分
や

地
域
福
祉
推
進
事
業
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

市
内
で
は
次
の
施
設
に
助
成
さ
れ

る
予
定
で
す
。

・
み
ず
ほ
の
家
（
利
用
者
送
迎
用

軽
自
動
車
整
備
）

　
　

7
0
0
，0
0
0
円

　
・
ケ
ア
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
ス
チ
ー

ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン

整
備
）

　
　

1
，0
0
0
，0
0
0
円

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
心
温
ま
る

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
ま
で
合
併
前
の

各
地
域
の
募
金
額
で
共
同
募
金
運

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

募
金
額
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た

め
、
自
治
会
関
係
者
や
民
生
委
員

な
ど
、
会
費
や
共
同
募
金
の
募
集

に
関
係
の
深
い
方
々
を
委
員
と
し

た
「
会
費
等
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
平
成
24
年
度
に
設
置
し
、

今
後
の
あ
り
方
を
ご
検
討
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
検
討
結
果
に
基

づ
き
、
今
年
度
か
ら
栃
木
市
全
体

で
別
表
の
と
お
り
統
一
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
共
同
募
金

の
統
一
に
つ
い
て
何
卒
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

2
2
，4
5
8
，3
8
5
円

8
，9
7
4
，5
4
1
円

4
，5
1
5
，2
3
8
円

2
，0
7
2
，5
9
6
円

1
，5
6
8
，4
9
9
円

1
，1
3
4
，3
1
7
円

4
，1
9
3
，1
9
4
円

）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
　
　
　

      

始
ま
り
ま
す
！

「
地
域
の
福
祉
、み
ん
な
で
参
加
」

「
地
域
の
福
祉
、み
ん
な
で
参
加
」

「
地
域
の
福
祉
、み
ん
な
で
参
加
」

「
地
域
の
福
祉
、み
ん
な
で
参
加
」

〜
平
成
26
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜

平
成
26
年
11
月
15
日（
土
）

午
後
１
時
〜

　
　
　
　

午
後
４
時
45
分

栃
木
市
大
平
文
化
会
館

基
調
講
演

「
認
知
症
高
齢
者
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
」

講
師　

群
馬
大
学
教
授

　
　
　
　
　

山
口
晴
保
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
事
例
報
告
）

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会　

　
　
　
　
　

金
沢
林
子
氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
い
の
里　

　
　
　
　
　

飯
島
恵
子
氏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

す
ず
の
会　

鈴
木
恵
子
氏

800
名

無
料（
申
込
不
要
）

栃
木
市
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　

21
ー
２
２
４
４

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

22
ー
４
４
５
７

栃
木
市
特
養
・
養
護
連
絡

協
議
会　

29
ー
３
２
３
２

日　

時

　
　
　

場　

所

内　

容

定　

員

費　

用

問
合
せ

〜
ま
ち
ぐ
る
み
で

　
　

認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
〜

栃
木
市
民
特
別
講
座

栃
木
市
民
特
別
講
座

栃
木
市
民
特
別
講
座

第１部第２部

赤い羽根共同募金
平成25年度まで 平成25年度まで平成26年度以降
栃木地域
大平地域
藤岡地域
都賀地域
西方地域
岩舟地域

350円
500円
300円
300円
500円
600円

300円

歳末たすけあい募金
平成26年度以降

栃木地域
大平地域
藤岡地域
都賀地域
西方地域
岩舟地域

200円
なし
なし
200円
なし
なし

戸別募金廃止



とちぎし社協だより18第 号 平成26年 9月 日19

5

　

８
月
４
〜
６
、
11
日
の
４
日
間

を
と
お
し
て
、
学
悠
館
高
等
学
校

校
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、
と
ち
ぎ
市

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
く
ら
ら
、

と
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
館
や
文
化
会
館
等
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
、
最
終

日
に
は
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
、
高
校
生
の
若
い
パ

ワ
ー
と
発
想
を
活
か
し
た
ア
イ
デ

ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
の
た
め
に
、
自
分
た
ち

に
は
何
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え

る
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
研
修
室

に
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
部
は
認
知
症
に
つ
い
て
、
２

部
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　　

参
加
者
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支

え
て
い
け
る
よ
う
に
、
今
後
も
養

成
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

本　
　

所

蔵
の
街
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

蔵
の
街
高
校
生
ボ
ラ
ン

蔵
の
街
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

蔵
の
街
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

    

ス
ク
ー
ル

蔵
の
街
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

    

ス
ク
ー
ル

蔵
の
街
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

    

ス
ク
ー
ル

８
月
22
日（
木
）

８
月
22
日（
木
）

８
月
22
日（
木
）

先
生
の
た
め
の
福
祉
講
座

先
生
の
た
め
の
福
祉
講
座

先
生
の
た
め
の
福
祉
講
座

　

市
内
の
教
職
員
の
方
を
対
象
に
、

福
祉
教
育
に
つ
い
て
先
進
的
取
り

組
み
を
し
て
い
る
、
大
田
原
市
社

協
の
方
を
講
師
に
招
き
、
学
校
・

地
域
・
社
協
が
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
福
祉
教
育
実
践
事
例
に
つ
い

て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
大
石
先
生

か
ら
、
連
携
の
コ
ツ
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
、
自
分

の
学
校
で
で
き
る
福
祉
教
育
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
福
祉
に
対
す
る

学
び
や
気
づ
き
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

７
月
22
日（
火
）

７
月
22
日（
火
）

７
月
22
日（
火
）

大
平
支
所

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

毎
週
月
曜
日
、
全
９
回
を
行
い

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
た
後
は

体
が
軽
く
な
り
、
背
が
伸
び
た
気

が
し
ま
す
。」と
、
毎
回
爽
や
か
な

汗
を
か
き
な
が
ら
、
心
も
体
も
癒

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

５
月
19
日
〜
７
月
14
日

５
月
19
日
〜
７
月
14
日

５
月
19
日
〜
７
月
14
日

都
賀
支
所

高
齢
者
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

高
齢
者
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

高
齢
者
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

高
齢
者
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

高
齢
者
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

藤
岡
公
民
館
に
て
、
０
〜
３
歳

と
保
護
者
を
対
象
に
親
子
ヨ
ガ
教

室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
頃
お
子
さ
ん
の
健
康
に
は
十

分
気
を
配
れ
て
も
、
自
分
の
こ
と

日（
日
）

（日（
日
）

８
月
31
日（
日
）

８
月
31
日（
日
）

８
月
31
日（
日
）

親
子
ヨ
ガ
教
室

親
子
ヨ
ガ
教
室

親
子
ヨ
ガ
教
室

　

藤
岡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
お
い
て
、
０
〜
３
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
の
方
が
、
足
利

赤
十
字
病
院
看
護
師
長
三
田
恵
美

子
氏
を
講
師
に
、
乳
幼
児
人
形
を

使
っ
て
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
質
問
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

７
月
７
月月
17117
日（
木
）

（
木
日（
木
）

７
月
17
日（
木
）

７
月
17
日（
木
）

７
月
17
日（
木
）

藤
岡
支
所

赤
十
字
幼
児
安
全
法

赤
十
字
幼
児
安
全
法

会

短
期
講
習
会

短短
期
講
習
会

赤
十
字
幼
児
安
全
法

　
　
　
　
　

短
期
講
習
会　

赤
十
字
幼
児
安
全
法

　
　
　
　
　

短
期
講
習
会　

赤
十
字
幼
児
安
全
法

　
　
　
　
　

短
期
講
習
会　

は
つ
い
後
回
し
に
し
て
し
ま
い
が

ち
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心

と
身
体
の
疲
れ
を
流
し
去
り
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
、
親
子
間
で

は
、
目
と
目
を
合
わ
せ
た
り
、
笑

っ
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。

認
知
症
は
病
気
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80
歳
を
過
ぎ
て
も
「
ま
だ
ま
だ

大
丈
夫
」
と
自
信
が
つ
き
、
来
年

の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
等

と
、
今
年
度
の
講
座
を
修
了
し
ま

し
た
。

　

60
歳
以
上
の
男
性
が
、
料
理
を

作
る
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
ご
は
ん
を
炊
い
た
り
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
っ
た
り
と
、

一
品
完
成
す
る
た
び
、
歓
声
に
沸

き
ま
し
た
。

　

〜
メ
ニ
ュ
ー
〜

♡
チ
ー
ズ
入
り
オ
ム
レ
ツ

♡
ご
は
ん

♡
い
ん
げ
ん
の
胡
麻
あ
え

７
月
７
月
７
月
18
日（
金
）

７
月
18
日（
金
）

７
月
18
日（
金
）

‥‥‥

ま
た
作
っ
て
み
た
い
な
ぁ‥

「
包
丁
の
苦
手
な
男
性
限
定
の

　
　
　
　
　
　
　

料
理
教
室
」

ま
た
作
っ
て
み
た
い
な
ぁ‥

「
包
丁
の
苦
手
な
男
性
限
定
の

　
　
　
　
　
　
　

料
理
教
室
」

ま
た
作
っ
て
み
た
い
な
ぁ‥

「
包
丁
の
苦
手
な
男
性
限
定
の

　
　
　
　
　
　
　

料
理
教
室
」

♡
と
ろ
ろ
こ
ぶ
の
澄
ま
し
汁

♡
韓
国
の
り
サ
ラ
ダ

♡
冷
や
や
っ
こ

♡
ぶ
ど
う

　

次
回
は
カ
レ
ー
や
豚
汁
、
そ
ば

打
ち
等
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
、

目
標
が
で
き
ま
し
た
。

　

5
月
21
日（
水
）と
7
月
16
日

（
水
）は
、
遊
楽
々
館
に
て
リ
ト
ミ

ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
の
膝
の
上
に
の
っ
て

手
遊
び
や
歌
あ
そ
び
。
音
楽
に
合

わ
せ
て
大
き
く
体
を
動
か
し
た
り
、

走
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。
そ

し
て
新
聞
紙
を
使
っ
た
遊
び
で
は
、

お
片
づ
け
の
技
を
身
に
つ
け
て
み

ん
な
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に
一

歩
近
づ
き
ま
し
た
。

　

6
月
17
日（
火
）は
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

さ
ん
を
お
招
き
し
て
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
人
形
劇
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
見
る
目
の
前
の
光
景

に
子
供
た
ち
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
Ｍ

Ａ
Ｘ
！
お
や
つ
も
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
元
気
に
遊
ん
で
暑
さ
に
負
け
ず

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
介
護
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
、
最
新
の
福
祉
機
器
を
見
学
し

て
在
宅
介
護
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！

岩
舟
支
所

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ぼ
う
！

  
〜
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
〜

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ぼ
う
！

  
〜
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
〜

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ぼ
う
！

  
〜
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
〜

　

5
月
24
日（
土
）は
、
合
計
22
名

の
方
々
が
、
こ
な
ら
館
で
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア
タ

ッ
ク
等
）に
汗
を
流
し
、
そ
の
後
は

お
待
ち
か
ね
の
い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
に
て「
い
ち
ご
狩
り
」を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

7
月
12
日（
土
）は
、
参
加
者
か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
多
い「
カ
ラ
オ

ケ
大
会
♪
」。
思
い
思
い
の
曲
を
大

熱
唱
し
て
、
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
！

ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
！

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
！

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
！

   

〜
余
暇
活
動
支
援
事
業
〜

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
！

   

〜
余
暇
活
動
支
援
事
業
〜

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
！

   

〜
余
暇
活
動
支
援
事
業
〜

　

７
月
28
日（
月
）か
ら
８
月
24
日

（
日
）ま
で
の
期
間
中
に
親
子
で
一

緒
に
芸
術
に
親
し
み
、
芸
術
的
な

感
性
を
養
う
こ
と
、
そ
し
て
日
頃

の
忙
し
い
生
活
を
忘
れ
、
親
子
で

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
本

事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
、陶
芸
、押
し
花
、

書
道
、
絵
て
が
み
、
ヨ
シ
紙
作
り
、

モ
ノ
作
り
。

　

各
教
室
で
、
素
晴
ら
し
い
作
品

が
出
来
上
が
り
、
親
子
で
一
緒
に

親
子
で
一
緒
に
芸
術
体
験

一
緒
に
芸
術
体

親
子
で
一
緒
に
芸
術
体
験

〜
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
教

休
み
親
子
ふ
れ
あ
い

〜
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
で
一
緒
に
芸
術
体
験

〜
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
〜

親
子
で
一
緒
に
芸
術
体
験

〜
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
〜

親
子
で
一
緒
に
芸
術
体
験

〜
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
〜

過
ご
し
た
、
思
い
出
の
ひ
と
つ
と

な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
・
募
集

大
平
支
所

日
帰
り
福
祉
機
器
見
学
ツ
ア
ー

日
帰
り
福
祉
機
器
見
学
ツ
ア
ー

日
帰
り
福
祉
機
器
見
学
ツ
ア
ー

日　

時

集
合
場
所

集
合
出
発

対　

象

10
月
1
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　

午
後
４
時
30
分

大
平
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
館
駐
車
場

午
前
８
時
30
分

栃
木
市
民
で
現
在
介
護

を
行
っ
て
い
る
家
族
及

び
福
祉
機
器
に
興
味
が

あ
る
方
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藤
岡
町
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
は
、
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
老
人
世
帯
等
に
、
月
２
回
、
昼

食
の
お
弁
当
の
調
理
・
配
達
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
主
な
活
動
は
、
年
４
回
程

度
の
お
弁
当
の
調
理
の
他
、
日
帰

り
研
修
や
料
理
講
習
会
等
を
行
い
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ

る
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

問
合
せ　

藤
岡
支
所

　
　
　
　

☎
62
ー
５
８
６
１

普
通
救
命
講
習
会

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
会

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
会

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

行　

先

募
集
定
員

参
加
費

問
合
せ
・
申
込
み

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

国
際
福
祉
機
器
展
会
場

30
名

２
，０
０
０
円

（
昼
食
・
保
険
代
等
）

大
平
支
所 

☎ 

43
ー
０
２
９
４

日　

時

場　

所

対　

象

内　

容

定　

員

受
講
料

問
合
せ
・
申
込
み

11
月
4
日（
火
）

午
前
9
時
〜

　
　
　

午
後
12
時
30
分

大
平
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館

市
内
在
住
の
方

人
工
呼
吸
法
・
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法

消
防
署「
普
通
救
命
講

習
Ⅰ
」を
実
施
し
ま
す
。

講
習
会
後
に
終
了
証
を

発
行
い
た
し
ま
す
。

30
名

無
料

9
月
1
日（
月
）〜

　
　

   

10
月
9
日（
木
）

大
平
支
所 

☎ 

43
ー
０
２
９
４

藤
岡
支
所

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

　

世
代
や
障
害
を
越
え
た
市
民
の

参
加
と
交
流
、
社
会
福
祉
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
を
通
し
て

『
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
ま

す
。

　

当
日
は
、
市
民
、
福
祉
団
体
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力

で
、
幼
稚
園
・
保
育
園
児
に
よ
る

演
技
や
福
祉
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
等

開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

第
28
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

実
行
委
員
会（
藤
岡
支
所
内
）

　
　

☎
62
ー
５
８
６
１

９
月
25
日（
木
）〜

都
賀
支
所 

☎
28
ー
０
２
５
４

９
月
25
日（
木
）〜

都
賀
支
所 

☎
28
ー
０
２
５
４

第
28
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

第
28
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

第
28
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

　

栃
木
市
藤
岡
町
内
に
在
住
で
身

体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
相
互
で
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
身
体
障
が
い
者
の
福
祉
向
上

を
働
き
か
け
た
り
、
又
、
障
が
い

者
同
士
の
悩
み
相
談
や
会
員
相
互

の
親
睦
会
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

　
　

   

藤
岡
支
部
会
員
募
集

栃
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

　
　

   

藤
岡
支
部
会
員
募
集

栃
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

　
　

   

藤
岡
支
部
会
員
募
集

費　

用　

年
会
費
５
０
０
円

問
合
せ　

藤
岡
支
所

　
　
　
　

☎
62
ー
５
８
６
１

し
て
い
ま
す
。

10
月
19
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

栃
木
市
藤
岡
文
化
会
館
・

藤
岡
公
民
館

幼
稚
園
・
保
育
園
児
に
よ

る
演
技
、
五
家
英
子
歌
謡

シ
ョ
ー
、
模
擬
店
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
・
福
祉
体
験（
手

話
・
点
字
・
車
椅
子
等
）、

日
赤
・
自
衛
隊
展
示
コ
ー

ナ
ー
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等

10
月
27
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

栃
木
市
都
賀
体
育
セ
ン

タ
ー

握
力
、
開
眼
片
足
立
ち
、

上
体
起
こ
し
、
10
メ
ー

ト
ル
障
害
物
歩
行
、
6

分
間
歩
行
等
を
計
測
し
、

体
力
年
齢
を
測
定
し
ま

す
。

60
歳
以
上
〜
男
女
問
わ

ず
年
齢
の
上
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。　

都
賀
支
所

あ
な
た
の
体
力
は
何
歳
？

あ
な
た
の
体
力
は
何
歳
？

あ
な
た
の
体
力
は
何
歳
？

日　

時

会　

場

内　

容

対　

象

11
月
17
日（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
都
賀
支
所

歩
行
者
、
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
防
止
の

講
話
・
ビ
デ
オ

60
歳
以
上

30
名（
先
着
順
）

無
料

栃
木
市
交
通
教
育
指
導

員

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

日　

時

会　

場

内　

容

対　

象

定　

員

参
加
費

講　

師

問
合
せ
・
申
込
み

20
名（
先
着
順
）

無
料

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

飲
み
物

定　

員

参
加
費

持
ち
物

問
合
せ
・
申
込
み

日　

時

会　

場

内　

容

主
催
・
問
合
せ
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９
月
25
日（
木
）〜

都
賀
支
所 

☎
28
ー
０
２
５
４

11
月
20
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
都
賀
支
所

ア
ロ
マ
の
香
り
で
ス
ト

レ
ス
解
消
し
た
い
方
、

停
電
し
た
時
の
為
に
ろ

う
そ
く
を
備
え
て
お
き

た
い
方
等
、
用
途
は

様
々
で
す
。
材
料
は
こ

ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

60
歳
以
上

15
名（
先
着
順
）

無
料

石
原
早
苗
氏

（
岩
舟
町
と
ち
ぎ
花
セ

ン
タ
ー
）

簡
単
に
誰
も
が
出
来
る

  
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

   

（
ろ
う
そ
く
を
作
り
ま
す
）

簡
単
に
誰
も
が
出
来
る

  
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

   

（
ろ
う
そ
く
を
作
り
ま
す
）

簡
単
に
誰
も
が
出
来
る

  
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

   

（
ろ
う
そ
く
を
作
り
ま
す
）

日　

時

会　

場

内　

容

対　

象

定　

員

参
加
費

講　

師

問
合
せ
・
申
込
み

福
寿
園　

集
会
室

毎
月
第
４
水
曜
日

無
料（
通
常
の
利
用
料

を
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

福
寿
園　

☎
31
ー
３
６
６
６

場　

所

開
催
日

参
加
費

問
合
せ
・
申
込
み

10
月
10
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
受
付‥

午
後
１
時
〜

　
　
　
　

 

２
時
30
分
）

栃
木
商
工
会
議
所

（
栃
木
市
片
柳
町
２
ー

１
ー
46
）

県
南
地
区
で
の
就
職
を

希
望
す
る
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
ち
ぎ

障
害
者
担
当

☎
22
ー
４
１
３
５

日　

時

場　

所

対
象
者

問
合
せ

　

西
方
町
芙
蓉
会
と
は
、
知
的
障

が
い
児
者
を
も
つ
家
族
の
会
で
す
。

西
方
支
所

福
寿
園

大
活
躍
！

   

リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん

          

〜
西
方
町
芙
蓉
会
〜

大
活
躍
！

   

リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん

          

〜
西
方
町
芙
蓉
会
〜

大
活
躍
！

   

リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん

          

〜
西
方
町
芙
蓉
会
〜

ふ
よ
う
か
い

平
成
26
年
度

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

 

後
期
日
程
・
内
容

平
成
26
年
度

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

 

後
期
日
程
・
内
容

平
成
26
年
度

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

 

後
期
日
程
・
内
容

平
成
26
年
度

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

 

後
期
日
程
・
内
容

（
知
的
障
が
い
者
育
成
会
）外
出
事

業
や
せ
っ
け
ん
作
り
な
ど
を
通
し
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

　

＊
家
族
交
流
事
業

　

日
帰
り
の
外
出
事
業
を
企
画
し
、

家
族
間
で
の
旅
行
を
楽
し
み
ま
す
。

7
月
6
日
に
、
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス

ク
ウ
ェ
ア
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

＊
せ
っ
け
ん
作
り

　

毎
月
1
回
第
3
日
曜
日
に
、
午

前
10
時
か
ら
社
協
内
作
業
所
で
せ

っ
け
ん
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
食
用
廃
油
を
再
利

用
し
た
、
地
球
に
や
さ
し
い
せ
っ

け
ん
で
す
。
油
汚
れ
や
ド
ロ
ン
コ

汚
れ
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
靴

や
靴
下
、
シ
ン
ク
ま
わ
り
、
浴
槽
、

タ
イ
ヤ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
大
活
躍
で
す
！

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
共
催

で
毎
月
介
護
予
防
を
目
的
に
し
た

「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
後
期
の
予
定
表
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
様
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

元
気
の
秘
訣　

お
教
え
し
ま
す

   

〜
元
気
ア
ッ
プ
教
室
〜

元
気
の
秘
訣　

お
教
え
し
ま
す

   

〜
元
気
ア
ッ
プ
教
室
〜

元
気
の
秘
訣　

お
教
え
し
ま
す

   

〜
元
気
ア
ッ
プ
教
室
〜

　

西
方
支
所
に
て
、
１
袋
100
円（
350

ｇ
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。
１
度
使

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

問
合
せ
・
申
込
み

　
　

西
方
支
所 

☎
92
ー
８
０
８
０

と
ち
ぎ
障
害
者
合
同

と
ち
ぎ
障
害
者
合
同

就
職
面
接

就
職
面
接

 

催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

と
ち
ぎ
障
害
者
合
同

就
職
面
接
会

　
　
　（

県
南
会
場）

  

開
催
の
お
知
ら
せ

　

県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
栃

木
・
佐
野
・
足
利
・
小
山
）合
同
で
、

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
合

同
面
接
会『
と
ち
ぎ
障
害
者
合
同
就

職
面
接
会
』を
開
催
し
ま
す
。

会
場‥

福
寿
園　

集
会
室

時
間‥

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

料
金‥

教
室
は
無
料
、

　
　
　

福
寿
園
利
用
料
１
０
０
円

日　時

１０/２９（水）貯筋体操でからだイキイキ　　ボールを使って楽しく体操
長生きの秘訣、お口の健康が大事
　　お口のケア、健口体操、嚥下性肺炎の予防
元気アップミニ知識　知って得する！
　　やさしい介護保険と福祉サービスの話
貯筋体操でからだイキイキ
　　ボールを使って楽しく体操
民謡大会　迫力満点！
　　民謡を聞いて元気になろう
貯筋体操でからだイキイキ
　　ボールを使って楽しく体操

１１/２６（水）

１２/２４（水）

１/２８（水）

２/２５（水）

３/２５（水）

内　　　　　容
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ボランティアセンター
ふっくん ぴーちゃん

26年 9月 日19

ぴーちゃんふっくん

今年もやってきました！楽しい夏休みを活用した、楽しいボランティアスクール！

各地域で様々な体験、交流が行われたので紹介します。

今回はサマーボランティア特集！

 【栃木地区】  【藤岡地区】 【西方地区】

  ・手話体験・点字体験  ・バルーンアート教室  ・デイサービススタッフ補助

  ・視覚障がい者との調理実習  ・盲導犬協会見学  ・ふれあいプラザスタッフ補助

  ・赤い羽根共同募金募金箱づくり  ・世代間交流  ・学童保育スタッフ補助

 【大平地区】   ・車イス・高齢者疑似体験  ・収集ボランティア手伝い

  ・視覚障がい者の理解（点字、朗読、アイマスク体験） 【都賀地区】 【岩舟地区】

  ・聴覚障がい者の理解（手話通訳者について、手話体験）  ・ガラス・ビンのリサイクル工場見学  ・エコキャップ工場見学

  ・高齢者の理解（認知症ってなんだろう？）   （ビンは参加者が持参）  ・高齢者疑似体験

  ・災害について知ろう（災害に備えることは）    ・エコキャップアート

  ・災害について体験しよう（県庁危機管理対策室見学・県防災館災害体験）

視覚障がい者との
調理実習

高齢者疑似体験

リサイクル工場
見学

エコキャップアート 学童保育
スタッフ補助

アイマスク体験

藤岡地域藤岡地域

栃木地域栃木地域

大平地域大平地域

西方地域西方地域岩舟地域岩舟地域
都賀地域都賀地域
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※上記の他にも社会福祉協議会窓口の収集箱に、使用済切手・使用済テレホンカードを多数ご寄付いただきました。
　ありがとうございました。

なお、本会で受付した東日本大震災義援金は全額市へ送金いたしました。

心配ごと相談所

法律相談（要予約） こども発達相談

※秘密は厳守いたします。
○事業概要：相談員が、日常生活上の相談に応じます。

○サービスの内容：日常生活上のあらゆる心配ごとに対して、適切な助言・援助を行います。
○利　用　料　金：無　料
○問  い  合  わ  せ：

○利 用 料 金：無料
○問い合わせ：大平支所　地域支援係

開　設　場　所
栃木保健福祉センター 毎月第1火曜日

毎月第1、3
火曜日

毎月第 3
金曜日

9時30分～11時30分
9時30分～11時30分
9時30分～11時30分
9時30分～11時30分

9時～正午

13時00分～15時00分

14時～16時

毎月第2火曜日
毎月第3火曜日
毎月第4火曜日
毎月18日西方保健センター

13時30分～15時30分毎月８日岩舟健康福祉センター（遊楽々館）
※開設日については祝日及び12月29日～1月3日を除く。

大平地域福祉センター（ふるさとふれあい館）
藤岡公民館（旧 藤岡福祉センター）
都賀老人憩いの家白寿荘

開　設　日 開　設　時　間

開 設 場 所 開 設 場 所
大平地域福祉センター
（ふるさとふれあい館） そのべ児童館

開 設 日 開 設 日開設時間 開設時間

蕁43-0294
○利 用 料 金：無料
○問い合わせ：そのべ児童館 蕁20-6231

本　　所　総務課生活支援係
藤岡支所　地域支援係
西方支所　地域支援係

大平支所　地域支援係
都賀支所　地域支援係
岩舟支所　地域支援係

蕁22-4457
蕁62-5861
蕁92-8080

蕁43-0294
蕁28-0254
蕁55-2438

各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内

～心より御礼申し上げます～
ありがとう あたたかい善意ありがとう あたたかい善意ありがとう あたたかい善意

社会福祉協議会へ

福祉基金へ

（敬称略）

大木生コン株式会社　代表取締役　大木洋

さくら学園ＳＥＩ

栃木県退職公務員連盟上都賀支部　会長　近藤廣三

株式会社メディカルグリーン

篤志家

駐車場用砂利 10トン

衣類多数

タオル 30本、手ぬぐい 14本

マスク 50枚入 105 箱

家具調ポータブルトイレ

20,188 
150,000 
3,000 
2,000 
9,000 
30,000 
10,713 
2,000 
50,000 
13,000 
100,000 

栃木地区グラウンド・ゴルフ協会（５月、７月）
セイコーインスツルメンツ労働組合
大平若柳会
手話サークルかかし
つがや（第２２７回、２２８回、２２９回）
（株）ユサワ自動車（第１７６回、１７７回、１７８回）
全いすゞ労連栃木連絡会
早乙女恵子
杉戸幸雄
マヒナスターズ松平直樹音楽祭
三谷勝夫「歌手生活10周年チャリティ新曲発表会」

平成２６年５月～平成２６年７月に
本会へ寄付のあったものです。（ （

大木生コン株式会社

セイコーインスツルメンツ労働組合


